
    

平成２９年１１月７日 
 

荒 川 区 
（荒川区シンボルキャラクター） 



１ 荒川区の概要 

資料：東京都総務局行政部通
知「東京都区市町村別の面積
について」（28年10月１日
現在） 

▶ 東京23区の北東部に位置する、 
 隅田川の自然に恵まれた住商工が混 
 在する人情味あふれる心温かなまち 
 
▶ 都内唯一の公営遊園地「あらかわ 
 遊園」や、区民の足として親しまれ 
 ている都電荒川線と沿線のバラ、日 
 暮里繊維街等が見所・名所 
 
▶ 区民の幸福度に着目した「荒川区 
 民総幸福度（GAH：Gross Arakawa 

  Happiness）」を指標とし、「区民一 
 人ひとりが真に幸せを実感出来る荒 
 川区」に向け様々な施策を展開 
  
   「幸福実感都市あらかわ」 

面 積  10.16k㎡ 
人 口 213,203人 
職員数 1,631 人（平成29年4月1日現在） 
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（１）財政規模 

２ 財政状況 

項目 平成28年度 平成27年度 差引 

歳入 1,495億円 1,447億円 48億円 

一般会計 1,002億円 952億円 50億円 

特別会計 493億円 495億円 △ 2億円 

歳出 1,463億円 1,388億円 75億円 

一般会計 977億円 905億円 72億円 

特別会計 486億円 483億円 3億円 

差引額 32億円 59億円 △27億円 

一般会計 25億円 47億円 △ 22億円 

特別会計 7億円 12億円 △ 5億円 

（２）財政指標等（普通会計決算） 

項目 平成28年度 平成27年度 

普通会計決算の状況 

財政力指数 0.33 0.32 

実質収支比率 4.2% 7.9% 

経常収支比率 81.7% 81.8% 

地方債残高 196億円 193億円 

基金残高 317億円 270億円 

健全化判断比率 

実質赤字比率 － % － % 

実質公債費比率 0.6% △0.1% 

連結実質赤字 
比    率 

－ % － % 

将来負担比率 － % － % 
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※ 特別会計 
   国民健康保険事業特別会計 
   後期高齢者医療特別会計 
   介護保険事業特別会計 



３ 新公会計制度への取組みの経緯－１ 

○ 荒川区の財務諸表の活用は平成１２年度から 
 
 ▶ 平成１２年度に、厳しい財政状況における区の財政の現状を 
  区民にわかりやすく伝えるため、財政白書（「区民とともに考 
  える荒川区の財政〔平成１２年９月〕」）を作成 
 ▶ 財政白書の中で（決算統計の組み替えによる）初めての区の 
  貸借対照表等を作成・公表 
 

○ 「荒川区包括年次財務報告書」への発展 
 
 ▶ 平成１９年３月に「自治体公会計改革宣言」を行い、公会計 
  改革実現に向け全力を挙げることを宣言 
 ▶ 平成２１年３月に、総務省改訂モデルによる財務諸表に行 
  政分野別の財務情報の分析や非財務情報を付加した「荒川区包 
  括年次財務報告書」を作成・公表 
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３ 新公会計制度への取組みの経緯－２ 

○ 日々仕訳による本格的な複式簿記・発生主義の導入 
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年度 内容 

２６ ○ 本格的な複式簿記・発生主義会計の導入を検討 
 ▶ 平成２８年度稼働開始 
 ▶ 東京都方式の導入 
 ▶ 行政評価の事務事業分析等に活用 

２６～２７ ○ 会計基準等各種規程や固定資産台帳の整備を推進 
○ 財務会計システム等の改修 

２８ ○ 日々仕訳を開始（４月～） 

２９ ○ 「荒川区包括年次財務報告書」「荒川区行政評価結果」 
 を作成・公表 



４ 荒川区の新公会計制度の概要－１ 

○ 新公会計制度に係る基準等の体系 

荒川区財務諸表の作成等
に 関 す る 規 程 

○ 規程では財務諸表作成の基本
的考え方及び表示する勘定科目の
名称を規定する。 
○ 会計基準において、各勘定科
目計上の詳細な考え方を規定する。 

荒川区公有財産管理規則 

荒 川 区 物 品 管 理 規 則 

  

その他の基準 

荒 川 区 固 定 資 産 に 
関 す る 管 理 基 準 

荒川区インフラ資産に関
す る 管 理 基 準 

荒 川 区 重 要 物 品 の 
耐 用 年 数 に 係 る 基 準 

…… 

荒 川 区 会 計 基 準 
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既存の制度に係るもの 

… 



４ 荒川区の新公会計制度の概要－２ 

○ 財務諸表の体系 

資産 
（現金預金） 

… 
… 
… 

【貸借対照表】 

負債 
… 
… 

正味財産 

収入－費用 
＝ 

当期収支差額 

【キャッシュ・フロー計算書】 

収入－支出 
＝ 

収支差額合計 
＋ 

前年度からの繰越金 
＝ 

形式収支 

【正味財産変動計算書】 

前期末残高 
＋ 

当期変動額 
（うち当期収支差額） 

＝ 
当期末残高 

＜歳入歳出決算書＞ 
歳入－歳出 

＝ 
歳入歳出差引残額 

【行政コスト計算書】 
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４ 荒川区の新公会計制度の概要－３ 

○ 財務諸表の作成単位 

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

 

会 計 別（各会計合算） 
（ 一 般 会 計 ） 
（ 特 別 会 計 ） 

組 織 別 
（ 部 ・ 課 ） 

科 目 別 
（款･項･目） 

事  業  別 
（大・中・小） 

予算の分類による財務諸表 行政評価の分類による財務諸表 

事 務 事 業 別  
施  設  別 

施     策  

政     策  

都  市  像 

細 事 業 別 

予算執行時に施設区分を設定 

施  設  別 
（大・中・小） 
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４ 荒川区の新公会計制度の概要－４ 

○ 財務会計システム内のセグメント構造 

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

 

小 事 業 別 
財 務 諸 表 

細事業別財務諸表 
【財務諸表の最小単位】 

施設別財務諸表 

Ａ事業 

Ｂ事業 

Ａ事業-a施設 

Ａ事業-b施設 

Ｂ事業-b施設 

Ｂ事業-施設区分なし 

a施設 

b施設 

施設区分なし Ｃ事業 Ｃ事業-施設区分なし 

作 成 
単 位 

作
成
さ
れ
る
財
務
諸

表

の

イ

メ

ー

ジ 

仕訳入力の単位 
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４ 荒川区の新公会計制度の概要－５ 

○ 新公会計制度関連システムの概要 

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

 

執行系機能 
（官庁会計） 

  

複式簿記追加機能 
（仕訳機能） 

（財務諸表作成機能） 

公有財産管理システム 

備品管理システム 

起債管理システム 

異
動
情
報
・
減
価
償
却
情
報
連
携 

インフラ資産等管理シス

テム（リース資産含む） 

建設仮勘定管理システム 

 財務会計システム 

資産管理系機能 

 行政評価システム 財務情報連携 

（新公会計制度に対応した財務会計システムのイメージ） 

 

 

 

 

 
※網掛けは追加システム 
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５ 荒川区の新公会計制度の運用－１ 

○ 新公会計制度運用マニュアルの作成・配付 
  
 ▶ 第１巻 概要・執行篇 
  ▷ 新公会計制度の概要 
  ▷ 日々の執行に必要なシステムの操作方法等 
 ▶ 第２巻 執行チェック篇 
  ▷ 各所属で行う仕訳内容や財務諸表のチェック方法等 
 ▶ 第３巻 決算整理篇 
  ▷ 配賦処理、貸借対照表と公有財産台帳等などの残高照合、 
   引当金の計上など、決算整理に必要な事務 
 

○ 新公会計制度の運用に係る各種通知の発出 
 
 ▶ 執行委任の際の取扱い、一般財源の取扱い、歳入・歳出に係 
  る配賦処理の取扱い など 
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５ 荒川区の新公会計制度の運用－２ 

○ 新公会計制度についての研修・説明会の実施 
 
 ▶ 基礎研修（一般職員・財務会計担当者向け） 
   平成２６年度から実施 延べ１７回６７０名参加 
 
 ▶ 活用研修（係長級以上職員向け）  
   平成２８年度 延べ２回１００名参加 
 
 ▶ 開始貸借対照表作成説明会（平成２８年９月） 
 
 ▶ 決算整理事務説明会（平成２９年４月） 
 
 ▶ 行政評価説明会（平成２８年１２月） 
    従来の官庁会計から発生主義・複式簿記会計（財務諸表） 
   に変更になるにあたって、改訂される内容のほか、分析指標 
   等財務諸表の活用についての説明 
 
 ▶ このほか、各所属、担当職員に積極的に個別説明を実施 
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６ 荒川区の新公会計制度の活用－１ 
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新公会計制度による財務諸表 

ストック情報の把握（資産台帳の整備等） 
フルコスト情報の把握（非現金収支の計上等） 
 

細事業単位の財務諸表を基に、 
区の事務事業を様々に集計し分析 

包括年次財務報告書 
 
▶区全体の財政状況 
▶財務諸表 
▶基本構想都市像別 
▶決算統計 
▶健全化判断比率 

行政評価 
 

▶政策別分析 
▶施策別分析 
▶事務事業別分析 
▶施設別分析 



６ 荒川区の新公会計制度の活用－２ 

○ 新公会計制度による財務諸表、基本構想に基づく区が目指すべ 
 き都市像別の財務分析、決算統計情報など総合的な財務情報に加 
 え、人口、産業構造等区の基礎情報（プロフィール）を加えた区 
 の「ディスクロージャー誌」として作成 

 
        ▶ 財務諸表だけではわからない、地方財政を分 
         析する上で重要な財政力指数や経常収支比率、 
         健全化判断比率など決算統計情報も掲載し、 
         多面的な財政 
         情報を提供し 
         ている。  

 
  

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （１） 包括年次財務報告書① 

14 



６ 荒川区の新公会計制度の活用－３ 

 ▶ 財務諸表（一般会計） ▶ 基本構想に基づく７つの区の分 
  のわかりやすい説明    野（都市像等）別のコスト分析 
 

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （１） 包括年次財務報告書② 
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６ 荒川区の新公会計制度の活用－４ 

 ▶ 普通会計決算による  ▶ 荒川区のプロフィール 
  財政指標分析        
 

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （１） 包括年次財務報告書③ 
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６ 荒川区の新公会計制度の活用－５ 

▶ 「幸福実感都市あらかわ」の実現に向けた取組   

 
  

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用① 
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「幸福実感都市あらかわ」 

実現すべき６つの都市像 

政策 

施策 

事務事業 

生涯健康都市 

子育て教育都市 

産業革新都市 

環境先進都市 

文化創造都市 

安全安心都市 

政策分析シート（１５） 

施策分析シート（８６） 

事務事業分析シート 
（９８１） 

行政評価の取組 

関
係
す
る
区
の
計
画 

基
本
構
想 

基
本
計
画 

実
施
計
画 

区の目指すべき将来像 ・・・ 



６ 荒川区の新公会計制度の活用－６ 

▶ 行政評価における新公会計制度の活用   

 
  

 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用② 
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実現すべき６つの都市像 

政策 

施策 

事務事業 

政策分析シート 
（１５） 

施策分析シート 
（８６） 

事務事業分析 
シート（９８１） 

行政評価の取組 

政策別 
財務諸表 

施策別 
財務諸表 

事業別 
財務諸表 

都市像別 
財務諸表 

都市像別分析 
（包括年次財務報告書） 

施設別 
財務諸表 

施設分析シート 
（１８１） 

生涯健康都市 

子育て教育都市 

産業革新都市 

環境先進都市 

文化創造都市 

安全安心都市 



６ 荒川区の新公会計制度の活用－７ 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用③ 

 ▶ 事務事業分析シート（事業単位）…９８１シート 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
掲
載 

19 



６ 荒川区の新公会計制度の活用－８ 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用④ 

 ▶ 施策分析シート（複数事業合算）…８６シート 

行政コスト計算書・貸借対照表を掲載 

複数の科目・所
属の合算（官庁
会計ベース） 

区民生活部（総務費） 

福祉部（民生費） 
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No1

目
的

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

（単位：千円）

正味財産の部合計

差額

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 39,752 ‐

行
政
収
入

地方税等 ‐ 0 ‐
物件費 国庫支出金
維持補修費 ‐ 0 ‐ 都支出金

111,701 ‐
‐ 39,517 ‐

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目

‐

減価償却費

就業実人員／会員数×10079.9 79.0 79.0 80.0
シルバー人材センター就業率

（％）
79.7

27年度 28年度

10.96

荒川シルバー大学受講者数（人） 1,388 1,401 1,371 1,420

指標に関する説明
26年度 27年度 28年度

29年度

見込み

目標値

(38年度)

施策の成果とする指標名

1,550

12.00高年者クラブ加入率（％） 11.91

生涯健康都市

02

施策名 高齢者の社会参加の促進

高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成

家庭や職場、学校、地域などで、自分の役割があると感じますか？

　就労やボランティア活動、生涯学習や趣味、地域におけるサークル・団体活動等、高齢者一
人一人が自ら希望する形で社会に参加し、生きがいを実感しながら、充実した生活を送ること
ができるよう、高齢者の社会参加を促進する。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
26年度 27年度 28年度

自分の役割・居場所がある実感度 3.67 3.69 3.68

11.34 11.32

施策分析シート（平成29年度）

施策No 02-01
部課名 福祉部高齢者福祉課
課長名 堀

指標の推移

指標の推移

会員数／60歳以上人口×100

4月1日現在の受講登録者数

指標に関する質問文

内線 2660

関連部課名 区民生活部区民施設課、福祉部福祉推進課

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅰ

‐ 0 ‐

‐ 32,273 ‐ その他 ‐ 20,564 ‐
不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0 ‐ 行政収入合計(a) ‐ 60,083 ‐

扶助費 ‐ 0 ‐ 分担金及び負担金 ‐ 0 ‐
補助費等 ‐ 76,380 ‐ 使用料及び手数料 ‐ 2 ‐

行政費用合計(b) ‐ 264,195 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 204,112 ‐
特別費用(g) ‐ 0 ‐ 特別収入(f) ‐ 0 ‐

賞与・退職給与引当金繰入額 ‐ 4,089 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 204,112 ‐
その他行政費用 ‐ 0 ‐ 金融収支差額(d) ‐ 0 ‐

貸
借
対
照
表

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目 27年度 28年度 差額
流

動

資

産

収入未済 ‐ 0 ‐ 流動負債 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 907,848 ‐ 賞与引当金 ‐ 1,755

1,755 ‐
不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ 0 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 204,112 ‐

建物 ‐ 1,209,792 ‐ 固定負債 ‐ 21,180 ‐

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐
‐

土地 ‐ 510,931 ‐ その他の流動負債 ‐ 0

工作物等減価償却累計額 ‐ ▲ 20,106 ‐ その他の固定負債 ‐ 0
無形固定資産 ‐ 0 ‐ 負債の部合計 ‐ 22,935 ‐

建物減価償却累計額 ‐ ▲ 812,874 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐
工作物等 ‐ 20,106 ‐ 退職給与引当金 ‐ 21,180 ‐

‐

資産の部合計 ‐ 912,374 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐ 912,374 ‐

建設仮勘定 ‐ 0 ‐ 正味財産 ‐ 889,439 ‐
その他の固定資産 ‐ 4,526 ‐ ‐ 889,439 ‐



６ 荒川区の新公会計制度の活用－９ 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用⑤ 

 ▶ 政策分析シート（複数施策合算）…１５シート 
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目
的

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

（単位：千円）

正味財産の部合計

政策分析シート（平成29年度）

政策No 01
部名 健康部

部長名 倉橋 内線
政策名

生涯健康で生き生きと生活できるま
ちの実現

健康的な食生活の実感度 3.39 3.42

心の安らぎの実感度 3.53

区民一人一人が生涯にわたって、心身ともに健康で生き生きと生活できるような環境を整備す
る。

3.31 3.36 3.29

28年度

3.38

運動の実施度 3.25

420

関連部名 福祉部

行政評価
事業体系

分野 Ⅰ 生涯健康都市

指
　
　
　
標

3.27

お住まいの地域に、安心してかかることができる医療機関（病院や薬局など）が充実して

いると感じますか？
医療の充実度 3.38 3.41 3.43

健康寿命(女性）（歳）

政策の成果とする指標名

3.28 3.15

幸福実感指標名
26年度 27年度

健康実感度

3.56 3.51

体の休息度 3.29 3.31

指標の推移

指標に関する質問文

心身ともに健康的な生活を送ることができていると感じますか？

早世(男性) (3ヶ年平均) 95.19

健康寿命(男性）（歳） 80.22 80.30 - 80.6 81.0
65歳健康寿命(65歳の平均自立期間に

65を加算した数値)

82.53 82.56 ‐ 82.6

26年度 27年度 28年度
29年度
見込み

目標値
(38年度)

80.0

83.1
65歳健康寿命（65歳の平均自立期間

に65を加算した数値）

95.7 88.12 87.0
40～64歳の標準化死亡比＊(100以上

は全国より高い）

体を動かしたり運動したりすることができていると思いますか？

1,699,006 ‐
扶助費 ‐ 623,394 ‐

健康状態がよいと感じる人の割合
（％） 40.4 41.9 39.1

60.0

40.0

早世(女性) (3ヶ年平均） 91.65 88.0 73.50 73.0

ＧＡＨ調査

総費用額÷平均被保険者数

国庫支出金

分担金及び負担金 ‐ 608,370 ‐

体を休めることができていると感じますか？

心が安らぐ時間を持つことができていると感じますか？

見込み及び目標値は第二期実施計画

の目標値44.6 45.2 42.6

国民健康保険被保険者１人あたり医療
費（円）

295,123 307,350 312,017

‐

健康的な食生活を送ることができていると感じますか？

特定健診受診率（％）

50.0

316,755 ‐

4,792,984 ‐
維持補修費 ‐ 0 ‐ 都支出金 ‐

60.0

70.0
40～64歳の標準化死亡比＊(100以上

は全国より高い）

指標の推移

指標に関する説明

‐ 1,631,846 ‐行
政
コ
ス
ト
計
算
書

‐

補助費等 ‐ 20,577,087 ‐ 使用料及び手数料 ‐ 21,085 ‐

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目 27年度 28年度 差額

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 775,993 ‐

行
政
収
入

地方税等 7,152,024 ‐
物件費

賞与・退職給与引当金繰入額 ‐ 131,360 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 373,089 ‐
その他行政費用 ‐ 304,133 ‐ 金融収支差額(d) ‐ 0 ‐

減価償却費 ‐ 10,248 ‐ その他行政収入 ‐ 9,575,554 ‐
不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 168,051 ‐ 行政収入合計(a) ‐ 23,849,023 ‐

貸
借
対
照
表

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目 27年度 28年度 差額
流

動

資

産

収入未済 ‐ 531,925 ‐ 流動負債 ‐

行政費用合計(b) ‐ 24,222,112 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 373,089 ‐
特別費用(g) ‐ 3,975 ‐ 特別収入(f) ‐ 0 ‐

47,650 ‐
不納欠損引当金 ‐ ▲ 617,886 ‐ 還付未済金 ‐ 9,225 ‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ ▲ 3,975 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 377,064 ‐

その他の流動資産 ‐ 2,218,731 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 0 ‐ 賞与引当金 ‐ 38,425 ‐
土地 ‐ 0 ‐ その他の流動負債 ‐ 0

建物減価償却累計額 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐
工作物等 ‐ 0 ‐ 退職給与引当金 ‐ 463,456 ‐

‐
建物 ‐ 0 ‐ 固定負債 ‐ 463,456 ‐

42,290 ‐ ‐ 1,663,987 ‐

工作物等減価償却累計額 ‐ 0 ‐ その他の固定負債 ‐ 0 ‐
無形固定資産 ‐ 33 ‐ 負債の部合計 ‐ 511,106 ‐

資産の部合計 ‐ 2,175,093 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐ 2,175,093 ‐

建設仮勘定 ‐ 0 ‐ 正味財産 ‐ 1,663,987 ‐
その他の固定資産 ‐

行政コスト計算書・貸借対照表を掲載 

複数の科目・
所属の合算 
（官庁会計
ベース） 



６ 荒川区の新公会計制度の活用－１０ 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用⑥ 

 ▶ 都市像別分析（包括年次財務報告書に掲載） 
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都市像ご
との資産
形成の比
重を把握 

都市像ご
とのコス
トの比重
を把握 



平成29年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要

● ●

○ ●

Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

年間利用者数（数）

年間団体利用件数（件）

年間利用可能日数（日）

平成26年度

平成26年度

23,327

352

1,599

平成25年度

平成25年度

24,476

352

1,631

区内在住・在勤・在学の方（団体利用は事前の団体登録が必要）

午前９時～午後１０時

原則として、年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）
平成29年度（見込み）

26,567

353

平成29年度（見込み）

1,731

平成28年度

平成28年度

26,435

355

1,731

平成27年度

平成27年度

25,003

353

1,741

0

使用料及び手数料

0

0

H27年度 H28年度

平成元年6月1日 職員数 3 0

施設の履歴 時期
建築費

(単位:千円)

財源内容（単位：千円）

国・都 区債 一般財源

施設名 荒川さつき会館

所在地 荒川八丁目16番13号

所管部署 総務企画課

竣工年月日 平成元年3月20日 常勤・非常勤 その他

増改築①

建築

対象者

運営時間等
運営時間

休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

平成元年 422,749 422,749

増改築②

面積
敷地面積 2,209.16㎡

延床面積 1,499.58㎡

設置目的・経緯
地域住民の相互交流及び自主的活動を促進し、区民生活の向上
に寄与するとともに、人権施策の推進を図る

供用開始年月日

構造 RC造 階層 2階

関連部署

根拠法令等
設置条例

東京都同和問題懇談会答申
荒川さつき会館条例

駐車場の状況

利

用

者

数

等

まで

から

(１)　区民が相互に交流を深め、自主的な活動を進めるための場の提供に係る事業
(２)　区民の学習・文化活動及びスポーツの振興等に関する事業
(３)　人権問題に係る啓発に関する事業
(４)　その他、区長が必要と認める事業

平成元年

そ
の
他

行
政
費
用

給与関係費 12,403 ‐

行
政
収
入

扶助費 0

国庫支出金

行政収入合計(a) 0

1,007

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目 H27年度 H28年度 差額

維持補修費 1,208 都支出金 0

地方税等 0

物件費 9,959

減価償却費 11,414 その他 158

分担金及び負担金 0

補助費等 402

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) 0 ▲ 34,981 0

特別費用(g) 0 特別収入(f)

0

行政費用合計(b) 0 36,146 0 通常収支差額(c)+(d)=(e) 0 ▲ 34,981 0

その他行政費用

貸
借
対
照
表

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 0 特別区債 0

固
定
資
産

有形固定資産 1,200,449 賞与引当金

554 0

0

554

土地 1,085,884 その他の流動負債

差額
流

動

資

産

収入未済 0 流動負債 0

0

工作物等 10,233 退職給与引当金 3,586

建物減価償却累計額 ▲ 308,184 特別区債

不納欠損引当金 0 還付未済金 0

建物 422,749 固定負債 0 3,586

1,196,309 0

その他の固定資産 0 0 1,196,309 0

建設仮勘定 0 正味財産 0

0

無形固定資産 0 負債の部合計 0 4,140 0

工作物等減価償却累計額 ▲ 10,233 その他の固定負債

1,200,449 0資産の部合計 0 1,200,449 0 負債及び正味財産の部合計 0

不納欠損・貸倒引当金繰入額 0

備
考

行政費用では、給与関係費と減価償却費が多くかかっている。物件費のうち、大部分を占めるのは委託料であり、内訳として
は管理業務委託に3,304,800円、館内清掃委託に2,119,333円かかっている。

賞与・退職給与引当金繰入額

1,165 0

760 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) 0 ▲ 34,981 0

0 金融収支差額(d)

5台 バリアフリー
対応状況19台

エレベーター

点字ブロック

だれでもトイレ

スロープ

その他 一部委託（管理業務・清掃業務） 期間

６ 荒川区の新公会計制度の活用－１１ 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

    （２） 行政評価における活用⑦ 

 ▶ 施設分析シート…１８１シート 
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Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）

無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

○

●

（変更内容：

○

●

○

○
○

23 25 25

施設運営の方向性
○

H29年度(見込み)

団体利用回転率
目標値

財
務
指
標
・
評
価
指
標
等

‐

‐
‐

24,104

課題に対する
現時点での考え

○施設の老朽化および、施設内の設備や備品の劣化については、改修や修繕、買い替え等を計画的に
行っていく。
○新規利用者拡大のため、既存事業の見直しおよび新規事業の企画を進めていく。

議会、利用者等
からの意見

平成２２年１定　さつき会館のふれあい館化について

管理形態の変更の推移

利用者・地域のニーズ 地域住民の相互交流および人権啓発の拠点として、必要性は高い。

現状・課題

○施設の老朽化
開館から長期間経過し、施設の老朽化とともに、施設内の設備や備品も劣化してきており、改修や修
繕等、買替え等を計画的に行っていく必要がある。

○人権施策推進の拠点としての会館づくり
地域住民の相互交流を促すとともに、人権問題に対する垣根を取り払えるような会館づくりを行う必
要がある。また、さらなる人権啓発を推進していくためには、新規利用者の拡大に向けた施策が必要
である。既存事業の見直しや新規事業の企画などを検討していく必要がある。

25

実績値 24

計画の有無

目標指標

指標名・単位 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
● ○ （計画名：

‐
‐
‐

0.3
2.8

36.4

‐
‐

H26年度
‐
‐

指標
有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産減価償却率（８０年）（％）

73.5
35.3

H29年度(見込み)H27年度 H28年度

1,367
101,820

‐
‐

H25年度
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐
‐
‐

‐１㎡当たりコスト（円）
施設維持補修費比率（％）
受益者負担比率（％）
人にかかるコストの割合（％）
利用者１人当たりコスト（円）
開館１日当たりコスト（円）

‐
‐
‐
‐
‐
‐

グラフ１ グラフ２

0

10000

20000

30000

40000

50000

年間利用者数（数）

0

500

1000

1500

2000

年間団体利用件数（件）

行政コスト計算書・貸借対照表を掲載 



７ 今後の活用に向けて 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

 

〇 政策形成のための知恵の源泉 
 

 ▶ 財務諸表の最小単位は約３５００（２８年度全会計） 
 ▶ 「ビッグデータ」の分析、活用に積極的に取り組みたい 
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あ 

○ 財務諸表の効率的な作成 
 

 ▶ 事業別・施設別の歳出設定、財源充当は、区職員の手作業 
 ▶ 引当金等の仕訳は区職員の手作業 
 

○ 職員の会計制度の理解 
 
 ▶ 発生主義・複式簿記、財務諸表 
 ▶ 会計事務、予算事務、財産管理事務 
 
 

区政経営のための知恵を豊かに 

課題 



８ おわりに 
 

 

 

 
      

 
  

 

 

 
     

 

 新公会計制度自体が目的化するのではなく、新公会計制度を行う
ことで、区民一人ひとりが真に幸福を実感できるまち「幸福実感都市
あらかわ」に向けて、職員一同邁進して参ります。 
 

ご清聴ありがとう 
  ございました。 
  

荒川区会計管理部会計管理課 
東京都荒川区荒川２－２－３ 
電話（代表）03-3802-3111 
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荒川区参考資料
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